
ＵＡＶ概要 

項  目 SPIDER-T1 EAGLE-1

飛行時間 10 分～20 分 5 分～10 分

耐 風 速 15m/s 以下 10m/s 以下

搭載可能重量 4.5kg 3.0kg 

飛行範囲 約 1000m 約 500m

到達高度 300m

ＵＡＶとは無人航空機（Unmanned Aerial Vehicle）の総称で、近

年様々な場面、場所で利用されています。 

 これまで小型飛行機やヘリコプターによる低空での撮影は困難でし

たが、より低空での撮影を可能としたＵＡＶにより、利用目的が飛躍

的に拡大しました。道路や河川、各種施設における平時の現状や人が

近づけない災害時の状況把握、環境調査、イベントや風景撮影などの

より身近で、安価かつ高品質の画像や動画を提供することができます。

＜各機仕様＞

空から一目瞭然 

ＵＡＶ マルチコプターによる 

無人空撮システムＵnmanned Ａerial Ｖehicle 



用途事例

● 写 真 測 量

● 防 災・施 設 点 検

● 災 害 調 査

● 環 境 調 査

調査員が被災現場

内に立ち入ることが

危険な場合に、短時

間で画像の取得、写

真測量および現状把

握が可能です。 

サーモグラフィ撮影によ

り、温度差から目視調査で

は発見できない構造物の

劣化、モルタル吹付やコン

クリート構造物の空洞・剥

離等の検出が可能です。 

鳥瞰視点により周

辺の植生、河床材の

分布、ワンドの現況

調査が可能です。撮

影高度が低いため、

鮮明な画像を取得

できます。 

サーモグラフィ画像 

モルタル吹付け法面 

河川現況調査 

～迅速な現状把握～ 

～より鮮明な画像～ 

土砂流出状況 

～点検の迅速化・安全性の向上～ 

幾何補正・画質調整

を行った後にそれぞ

れの画像を繋ぎ合わ

せ１枚の画像を生成

することができます。

足場の設置、交通規制が不要

なため、点検期間の短縮が可

能です。また、詳細点検前に

点検箇所の抽出にも利用可能

です。

写真測量による３Ｄデータの作成 

河川・橋梁の被災状況

短時間で写真測量作業を行うこ

とができ、３Ｄデータ作成、オル

ソ画像作成、図化が可能です。 

～撮影費用が安価～ 

3DPDF 

オルソ画像 

Ｕnmanned Ａerial Ｖehicle 
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